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問
（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

町
預
金
利
子
14
万
５

０
０
０
円
の
予
算
は
、
前
年
比

２
万
５
０
０
０
円
の
減
だ
が
、

日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
の

影
響
を
考
慮
し
た
も
の
な
の

か
。
ま
た
、
低
金
利
下
で
の
今

後
の
運
用
方
針
を
伺
う
。

会
　
計
管
理
者
　

平
成
27
年
度
の

実
績
を
も
と
に
計

上
し
た
も
の
で
、
１
年
以
内
の

短
期
の
定
期
預
金
で
の
運
用
に

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
の
影
響
は
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
資
金
に
余
裕
が
あ
る

場
合
、
町
の
資
金
管
理
・
運
用

基
準
に
基
づ
き
今
後
も
指
定
金

融
機
関
な
ど
に
定
期
預
金
で
預

け
入
れ
を
行
い
、
預
金
利
子
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

問
（
井
砂
善
榮
議
員
）

　

町
の
体
育
施
設
は
９

施
設
あ
る
が
、
使
用
料
は
適
正

な
の
か
。

生
涯
学
習

課
　
　
長
　

使
用
料
は
条
例

に
基
づ
き
負
担
を

お
願
い
し
て
い
る
が
、
一
部
町

民
に
つ
い
て
は
無
料
や
減
免
と

な
る
施
設
も
あ
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

年
金
生
活
者
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
４
２
０
０
万
円

は
、
高
齢
者
す
べ
て
が
対
象
と

な
る
の
か
。
ま
た
、
対
象
外
の

方
へ
の
説
明
は
ど
う
す
る
の
か
。

保
健
福
祉

課
　
　
長
　

国
の
政
策
と
し

て
平
成
27
年
度
町

民
税
非
課
税
の
方
の
内
、
平
成

28
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る

方
が
対
象
で
、
１
人
に
つ
き
３

万
円
が
支
給
さ
れ
る
。た
だ
し
、

課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
ら

な
い
。

　

ま
た
、
制
度
の
周
知
に
つ
い

て
、
国
で
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
あ
ら
ゆ
る
メ

デ
ィ
ア
を
通
し
て
公
表
を
す
る

と
し
て
い
る
。
町
で
は
ち
ら
し

な
ど
で
の
周
知
の
ほ
か
、
対
象

者
に
は
直
接
給
付
案
内
の
通
知

を
郵
送
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

原
発
災
害
対
策
費
の

用
地
借
地
料
１
９
３
２
万
円
に

つ
い
て
、
仮
置
場
の
契
約
は
平

成
25
年
か
ら
３
年
と
い
う
国
の

取
り
決
め
だ
が
、
今
年
度
末
で

契
約
は
終
了
す
る
の
か
。

原
発
災
害

対
策
課
長
　

今
年
度
末
で
契

約
が
終
了
す
る
の

は
５
か
所
だ
が
、
中
間
貯
蔵
施

設
整
備
の
状
況
に
よ
り
延
長
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

３
年
の
期
間
で
再
度
契
約
を
変

更
し
て
進
め
て
い
く
。
次
年
度

以
降
も
契
約
期
限
が
訪
れ
る
が
、

同
様
に
３
年
で
更
新
を
お
願
い

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

平
成
25
年
３
月
定
例

会
で
、
防
火
水
槽
や
消
火
栓
は

毎
年
２
基
で
計
画
的
に
設
置
し

て
い
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

１
基
に
減
っ
た
理
由
を
伺
う
。

住
民
生
活

課
　
　
長
　

平
成
25
年
度
の

当
初
予
算
で
は
２

基
分
と
し
て
計
上
さ
れ
た
が
、

実
際
の
と
こ
ろ
か
な
り
の
工
事

費
が
か
か
っ
た
。
震
災
以
降
、

資
材
の
高
騰
な
ど
で
工
事
費
が

高
く
な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

復
旧
復
興
の
事
業
と
の
兼
ね
合

い
も
踏
ま
え
、
消
防
団
の
幹
部

会
議
で
も
協
議
し
た
上
で
、
毎

年
１
基
で
行
っ
て
い
る
。

問
（
井
砂
善
榮
議
員
）

　

体
育
施
設
の
管
理
は

１
人
体
制
で
十
分
に
足
り
て
い

る
の
か
疑
問
だ
が
、
管
理
体
制

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

生
涯
学
習

課
　
　
長
　

非
常
に
長
時
間

に
わ
た
る
業
務
だ

が
、
個
人
で
の
請
負
で
実
施
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
平

成
28
年
度
は
改
善
し
て
い
く
よ

う
検
討
中
で
あ
る
。

預
金
利
子
の
減
は

マ
イ
ナ
ス
金
利
政

策
の
影
響
か

年
金
生
活
者
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金

の
対
象
者
は

体
育
施
設
の
使
用

料
は
適
正
か

仮
置
場
の
契
約
は

当
初
の
期
間
で
終

了
す
る
の
か

体
育
施
設
の
管
理

体
制
は
十
分
か

防
火
水
槽
と
消
火
栓
の

設
置
数
減
の
理
由
は

当
初
予
算
の
主
な
質
疑

歳

入

歳

出

3
月
の
初
午
で
は
役
場
庁
舎

へ
の
放
水
が
行
わ
れ
た
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問
（
村
上
正
勝
議
員
）

　

教
育
費
の
国
見
小
学

校
校
庭
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
が
埋
め
立
て

て
あ
っ
た
場
所
だ
が
、
原
発
災

害
対
策
費
で
ま
か
な
う
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

原
発
災
害

対
策
課
長
　

小
学
校
の
校
庭

に
埋
設
し
て
い
た

も
の
を
掘
り
起
こ
し
、
現
在
パ

イ
ロ
ッ
ト
輸
送
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
際
埋
め
戻
し
を
行
っ

た
。
そ
の
作
業
に
明
確
に
起
因

す
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
除
染
対

策
事
業
交
付
金
の
中
で
認
め
て

も
ら
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
因

果
関
係
が
は
っ
き
り
し
な
い
も

の
ま
で
す
べ
て
整
備
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。

問
（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

幼
稚
園
で
は
日
本
語

の
習
得
で
も
精
一
杯
で
あ
る

が
、
あ
え
て
こ
の
時
期
に
英
語

活
動
を
取
り
入
れ
た
理
由
を
伺

う
。

幼
児
教
育

課
　
　
長
　

現
在
、
幼
稚
園

で
も
中
学
校
の
英

語
指
導
助
手
に
よ
る
歌
や
ゲ
ー

ム
を
通
し
て
英
語
に
親
し
む
活

動
を
し
て
い
る
。
保
幼
小
中
一

貫
教
育
の
中
で
国
際
教
育
の
充

実
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
幼
稚

園
か
ら
小
学
校
の
英
語
活
動
へ

つ
な
げ
る
た
め
、
お
も
に
年
長

児
を
対
象
に
週
１
回
、
各
ク
ラ

ス
30
分
程
度
予
定
し
て
い
る
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

需
用
費
の
電
気
料
に

つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
電
気

料
の
自
由
化
に
と
も
な
い
、
町

で
は
電
気
料
削
減
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
て
の
検
討
も
必
要

だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
課
長
　

施
設
の
電
気
料
に
つ

い
て
、
ま
ず
は
今
の
契

約
の
中
で
、
消
灯
な
ど
に
よ
り

瞬
間
的
に
ピ
ー
ク
の
電
気
料
を

抑
え
る
こ
と
で
総
額
を
抑
え
る

こ
と
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
自
由
化
に
と
も
な
う
電

気
料
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
を
調
査
し
な
が
ら
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

副
町
長
　

自
由
化
の
状
況

を
十
分
見
極
め
て

対
応
し
、
検
討
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

町
の
全
体
的
な
計
画

か
ら
す
れ
ば
、
林
道
北
口
線
や

赤
坂
線
な
ど
観
光
要
素
も
あ
る

と
思
う
。
今
後
手
入
れ
も
き
ち

ん
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
定
期
的
な
見
回
り
な
ど
の

予
定
は
あ
る
の
か
。

建
設

課
長
　

春
先
の
通
行
量
も
増

え
る
の
で
、
道
路
巡
視

員
に
よ
り
、
倒
木
な
ど
で
通
行

に
支
障
が
な
い
か
、
月
水
金
で

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
。

問
（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

敬
老
会
事
業
の
敬
老

祝
金
８
８
０
万
円
は
、
長
寿
者

が
増
え
る
と
金
額
も
大
き
く
な

る
が
、
近
隣
と
比
べ
て
ど
う
な

の
か
、
今
後
見
直
す
考
え
は
あ

る
の
か
。

保
健
福
祉

課
　
　
長
　

町
で
は
85
歳
以

上
の
方
に
１
万

円
、
99
歳
以
上
の
方
に
毎
年
20

万
円
を
差
し
上
げ
て
い
る
。
近

隣
の
状
況
を
み
る
と
ポ
イ
ン
ト

的
に
喜
寿
、
米
寿
、
１
０
０
歳

に
祝
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
多

い
。
町
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
精
査
し
、
今
後
見
直
し
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

国
見
小
校
庭
の
改
修

は
原
発
災
害
対
策
費

で
ま
か
な
え
な
い
か

観
光
要
素
の
あ
る
林

道
の
定
期
的
な
見
回

り
の
予
定
は
あ
る
か

幼
稚
園
か
ら
英
語
活

動
を
す
る
理
由
は

電
気
料
の
自
由
化
に

よ
る
削
減
の
考
え
は

敬
老
祝
金
は
近
隣
と
比

べ
ど
の
よ
う
な
状
況
か

■水道事業会計
収支別 収　　入 支　　出

収 益 的 収 支 2億5738万円 2億3318万円
資 本 的 収 支 2億3497万円 2億7768万円
※資本的収支の差は内部留保資金で補います。

■平成28年度各会計当初予算

会　計　名 平成28年度
当初予算

前年度対比
増減額 増減率

一　般　会　計 91億4000万円 △20億9000万円 △18.6%

特
別
会
計

国民健康保険 13億7451万円 △8713万円 △6.0%
介 護 保 険 11億2610万円 3465万円 3.2%
公共下水道事業 2億3043万円 △279万円 △1.2%
後期高齢者医療 1億1041万円 △539万円 △4.7%
土地開発事業 4550万円 △400万円 △8.1%
渇水対策施設 918万円 149万円 19.4%
入 山 財 産 区 17万円 0万円 0.0%
大木戸財産区 16万円 0万円 0.0%


